
感染対策のご案内  
第 13回日本ニューロリハビリテーション学会学術集会 

現地参加者の皆様へのお願い 

 すべての現地参加者（参加者・協賛企業・プレス関係者・運営スタッフ含む）は、会場入り口にて必ずご自身で検温を行って

ください。 

 会場へのご入場の際には「健康状態申告書」のご提出が必要となります。 

あらかじめ学会ホームページ内のリンクボタンよりダウンロードいただいた健康状態申告書を印刷の上、必要事項をご記入いただ

き、会場入口にてご提出ください。 

 ご申告いただいた内容や検温の結果により、入場をご遠慮いただく場合がございますので予めご了承ください。 

 

現地会場での感染対策について 

1. 会場内では必ずマスクを着用ください。 

2. 演者・座長は登壇時にマスクを外して発言することができます。 

3. 質疑応答で発言する聴講者は必ずマスク着用のうえ発言してください。 

4. 会場内の混雑を避けるため、出入り口の固定、一方通行の動線を設定しています。 

5. 講演会場内の立ち見は禁止しております。 

6. ワークショップ、ランチョンセミナーで提供される飲食物はそのセッション会場内でのみ飲食ができます。 

他の会場、休憩スペースや会場備え付けの椅子等を利用しての飲食はできません。 

飲食後は必ずマスクを着用し聴講してください。 

7. 指定場所以外での飲食を禁止します。また飲食の際は周囲の方との会話はお控えください。会場備え付けの椅子、ソファを利

用しての飲食は禁止しています。 

8. 講演会場席数を削減し、企業展示会場ブース間隔を確保すると共に、会場内での感染拡大防止策を徹底します。 

9. 講演会場、展示会場の換気を徹底して行います。 

10. 講演会場内の質疑応答用マイク、受付の記名ペンなど不特定多数が接する備品の消毒を徹底します。 

11. 座長席、演台に飛沫防止アクリルパネルを設置します。 

12. 控室、打合せ室にアクリルパネルを設置します。 

13. 受付に飛沫防止アクリルシートを設置します。 

14. 会場内、ホワイエ等に手指消毒剤を設置します。 

15. 施設入口にてサーマルカメラの設置等による来場者体温確認を行います。 

16. 参加者、運営スタッフ、関係者のマスク着用を徹底します。 

17. 参加者、主催者、協賛企業関係者、プレス関係者、運営スタッフの日次検温を実施します。 

18. 現地での飲食を伴う懇親会は実施いたしません。 

 

参加者の皆様にはご不便、ご面倒をお掛けいたしますがご協力をお願いいたします。 


